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Ｄ-ＳＴＡＲ（Digital Smart Technologies for Amateur Radio）とは、

社団法人日本アマチュア無線連盟が開発した、アマチュア無線の「音声通信

(DV)」や「データ通信(DD)」を「デジタル方式」で行う通信方式です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※D-STARは、社団法人日本アマチュア無線連盟の登録商標です。
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【調査研究時期】

１９９８年度　・郵政省（現、総務省）から（社）日本アマチュア無線連盟が
(平成10年度)　　「アマチュア無線のためのデジタル化技術の調査検討」につ
　　　　　　　　いて委託を受けスタート。
　　　　　　　・JARLが事務局となり、技術に詳しい方やJAIA各社の技術者を
　　　　　　　　メンバーとする「調査検討会」発足。郵政省の検査官、技官
　　　　　　　　の方もオブザーバーとして参加。
　　　　　　　・必要機材が、国が行う入札により調達された。
　　　　　　　　「デジタル伝送シュミレーション装置」を納入

　　　　　　　・JARLより「アマチュア無線のためのデジタル化技術に関する
　　　　　　　　調査検討報告書」(以下、報告書)を郵政省に納入。

１９９９年度　・必要機材が、国が行う入札により調達された。
(平成11年度)　　「デジタル伝送技術試験装置」を納入

　　　　　　　・調査検討会，調査検討分科会で検討。報告書を郵政省に納入。

２０００年度　・必要機材が、国が行う入札により調達された。
(平成12年度)　　「デジタル送受信装置」を納入)

　　　　　　　・調査検討会，調査検討分科会で検討。報告書を総務省に納入。

デジタル化(D-STAR開発)の経緯 ①
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【実用化検討時期】

２００１年度　・総務省(郵政省)による３年間の調査研究が終わり次の段階へ。
(平成13年度)　・ハムフェアで、D-STARの展示を行う。
　　　　　　　・JARLからの発注で、実験用の機器を納入。
　　　　　　　・実験局の免許を取得して、次世代通信委員会(現在のワイヤレ
　　　　　　　　スネットワーク委員会 )が中心となり、実用化実験を開始。

２００２年度　・４月に最終実験が実施される。
(平成14年)　　・次世代通信委員会で、具体的なシステム開発のための検討が
　　　　　　　　開始される。

そして、2004年(平成16年)1月13日の省令改正に合わせて、関東・東海・関西で
レピータの免許を受け運用が開始されました。
このような経緯から、D-STARというシステムは総務省(旧、郵政省)からJARLが
委託を受けて開始したもので、JARLの次世代通信委員会の承認による仕様の元
で開発されたシステムです。総務省への調査検討報告書は「調査検討会」の
委員にも開示され、しかも公正な｢入札｣による委託研究や機器の納入が行われ
ています。D-STARは、けして一社独占ではないシステムとして開発されました。

注：引用した資料（詳細は、下記でご覧ください）

　　　　http://www.jarl.com/d-star/gaiyou.htm
　　　　http://www.icom.co.jp/beacon/backnumber/technical/ama_dig/index.html

デジタル化(D-STAR開発)の経緯 ②
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① 複雑な設備は．．　不要

　　D-STAR対応トランシーバーだけでＯＫ

② 音声通信(DV) は高品質な音質で、雑音のない通信が可能

　　スケルチ操作(調整)が不要

③ 電波(周波数)の有効利用が．．　できる

　 （占有周波数帯幅が「6KHz以下」，標準のFMは、16KHz以下）

④ 電波の状況により．．音声として聞こえない(ケロケロ)
　　　電界強度が弱い時や反射波の影響(マルチパス)で、音声が途切れることがある

　　　(地デジやＣＳ放送画面で、モザイクが発生した時のようなイメージ)

⑤ ＦＭモードで受信すると．．　無変調に間違えられる

　　 「ザーッとかサーッ」という音、逆にデジタルでFMを聞くと完全に無音

デジタル(D-STAR)の特徴

※

※：デジタルボイス
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実際に交信してみました ①

メリット(了解度)は？

音質(聞きやすさ)は？

交信テストＡ

　郊外　 約60Km

交信テストＢ

　市街地 約20Km

東京ビックサイト
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実際に交信してみました ②

実は、アナログ(FM)と
比較しました。
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ここまで　　　　　ここから
メリット５　　　　了解不可

実際に交信してみました ③

デジタルは、信号強度(S)が弱くなっても　メリット５
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　　↑
直接書き込めるため、便利
　　｜
　　↓

←　５種類の中から選択できる

←　受信した局のメッセージを
　　後からでも確認できる

↑ 受信履歴で、交信状況や自分が
　 呼ばれた事も確認できる

ID-91とID-92の
ソフトのみできます

　　↑
設定を押せば、簡単にセットできる
　　↓

デジタルならではの「見える化」
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1200MHz DD(デジタルデータ)モードを使用して。

移動先から、
・インターネットで情報を確認
・メールの送受信

デジタルならではの「データ通信」

レピータにアクセスして、インターネットへ接続

WEBカメラで、画像をリアルタイム送信
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ＤＶﾓｰﾄﾞの電波形式は？　Ｆ７Ｗ （GMSKリアクタンス変調）

占有周波数帯幅は？　　　６ＫＨｚ以下

広帯域の電話

(ＦＭと同じ)

バンドプランが変更になり、D-STARを運用できる範囲が広がりました。

ＧＭＳＫ：デジタル信号を直接周波数変調(ＦＭ)したもの

デジタル(D-STAR)の運用周波数は？ ①

144.70MHz～145.65MHz

431.40MHz～431.90MHz，432.10MHz～434.00MHz

無線局運用規則第258条の2　平成21年3月25日付　総務省告示第179号 ※JARL HOME PAGE バンドプランページより抜粋・一部加工
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無線局運用規則第258条の2　平成21年3月25日付　総務省告示第179号 ※JARL HOME PAGE バンドプランページより抜粋・一部加工

1294.90MHz～1295.80MHz

29.00MHz～29.30MHz，29.51MHz～29.70MHz

51.00MHz～52.00MHz

デジタル(D-STAR)の運用周波数は？ ②
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デジタル(D-STAR)運用のセットは簡単

モードを「ＤＶ」にするだけ！

を１回押して MODE でセット

ダイヤルの真ん中を押してセットMODE ボタンでセット



日本アマチュア無線機器工業会
Japan Amateur Radio Industries Association13 / 14

８月現在、D-STARレピータは全国に５８ヶ所に設置又は設置が予定
されています。内、設置予定２ヶ所・ネット未接続が６ヶ所です。

最後にレピータのお話を少し

D-STARは、レピータを使用して国内遠距離や海外との交信もできます。

海外 国内

国内

国内
430MHzと1200MHz相互QSOも可能

レピータのイメージ図

インターネットに未接続

××
通信(交信)できない
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①ＪＡＲＬ D-STAR HOME PAGE

　D-STAR総合案内
　　http://www.jarl.or.jp/Japanese/7_Technical/d-star/d-star-index.htm

　D-STARに関する各種情報があります。
　　　http://www.jarl.com/d-star/

参考；D-STAR関連のWEBサイト

②アイコム D-STARサイト

　入門編・応用編や設定方法などの
　情報があります。
　　http://www.icom.co.jp/d-starsite/

③JR1UTI D-STAR ページ
　　http://www2.odn.ne.jp/aab62490/
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本日は、ハムフェアイベントコーナー

「ＪＡＩＡタイム」にご来場いただき

ましてありがとうございました。

ハハムムフフェェアア２０１０２０１０をお楽しみください。

普及推進委員会


